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来賓のみなさま 大会・議案討議の様子 

■ごあいさついただいた来賓のみなさま
【写真左から】 連合本部 山根木晴久副事務局長

鳥取県 平井伸治知事
鳥取県労働局 石田　聡局長
衆議院議員 湯原俊二さん　裕子夫人

■多くの祝電・メッセージもいただきました
・推薦議員各位 ・県議会議長 ・市長各位
・福祉＆事業団体代表者各位 ・連合中国ブロック連合会各位
・鳥取退職者連合会長

etc.

連合鳥取は 11 月 25 日(木)、ハワイアロハホール・大ホールにおいて「第 29 回定期大
会」を開催し、2021 年度の活動の総括を行うとともに、2022 年度の運動方針、予算、「ジェ
ンダー平等推進計画フェーズ１」を確認した他、新役員を選出し、新年度のスタートを切り
ました。
昨年に引き続き、新型コロナウイルス感染予防対策を徹底して短時間開催とするため、来

賓は４人にご臨席いただきました。
※出席状況／ 代議員〈定数 129 人〉／111 人〈うち女性 27 人・女性参画率 24.3％〉

特別代議員／４人〈うち女性１人〉 傍聴／１人
執行部〈定数 39 人〉／34 人

■各種委員長の報告■
【左より】

田中文人資格審査委員長
安養寺芳美大会運営委員長
金田慎一選挙管理委員長

連合鳥取ユニオニオン

大会スローガン  安心社会へ 新たなチャレンジ ～すべての働く仲間とともに「必ずそばにいる存在」へ～ 

■主催者あいさつ 本川博孝会長■

■議長団■

【左より】
吉川　香代議員（日教組）
桶本早苗代議員（電機連合）

■開会あいさつ■

澤田陽子副会長

■活動報告・議案提案■

【上段左】
田中穂事務局長

【上段右】
江口真也副事務局長

【下段】前田和俊会計監査

男女間賃金格差など“男女”の不平等の解消と、そのための男女平等参画は変 
わらず重要な課題である。その上で、男女二元論にとどまらない性のあり方の多 
様性や、性以外も含めた多様性の尊重が重視される中で、性的指向・性自認（ＳＯＧＩ） 
の尊重については、より明確にし“ジェンダー”に関する課題と 
して差別やハラスメントの根絶に取り組まなければならない。 

19 年間３次にわたる男女平等参画推進を着実に前進させ、 
ジェンダー平等社会の実現に向け、構成組織トップのリーダー 
シップのもと、総力をあげて取り組みましょう！ 

■第３号議案／連合鳥取ジェンダー平等推進計画フェーズ１■
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■質疑・意見を発言する代議員■ 

(左から) 藤縄和彦代議員（自治労）

高見信正代議員（自治労）

答弁する田中連合鳥取事務局長

１．「うなばら荘職員労働組合」への支援について〈報告〉／藤縄代議員
日吉津村の「うなばら荘」が３月末廃止される。自治労は加盟単組の「うなばら荘職

員労働組合」の組合員が解雇されることに対して様々な取り組みを展開してきた。連合
鳥取、西部地域協議会にも強力なご支援をいただいてきた。この場を借りてお礼を申し
上げたい。

今後、大きな山場に向かっていくことは間違いがなく、当然、自治労としては最大限
の力で取り組んでいくが、連合鳥取においてもこれまで同様に強力にご支援をいただき
たい。

⇒ 連合鳥取は自治労と一緒に「鳥取県西部広域行政管理組合」に要請文を出すなど、こ
れまでも連携して取り組んでいる。働く人にまず光を当てて、雇用を守り、生活を守る、
これが第一義だと思っている。誰一人取り残されることなく、上手く収束するよう、引
き続き自治労のみなさんと連携して取り組んでいく。

２．「県内私立高校の課題」に対する支援のお願い／高見代議員
現在、教育現場では文科省方針により急激に「ＩＣＴ化」が進行している。民主党政

権時代に始まった就学支援金制度により保護者負担の軽減措置が図られながら、一方で
は教育現場での保護者負担も過大なものになってきている。誰もが安心して高校教育を
受けられる、私立高校を含めた県内高校教育の環境整備について、引き続いて連合鳥取
のご指導ご支援をお願いしたい。

⇒ 毎年継続的に実施している「全国一般私学部会と県との意見交換会」で私学の現状を、
働く側の立場、先生の立場から県に提起をしている。「タブレット問題」、「貧困問題」な
ど多岐にわたる問題についても把握している。一番の問題は「学ぶ環境ができていない」
こと。トイレや冷暖房の設備が整っていない中、四苦八苦対応されていると認識してい
る。鳥取県は「一人当たりの支援金」というのは全国一位だと言い続けているが、その
補助金が設備改修等にまわせていないのが現状であり、引き続き、全国一般労組のみな
さんと連携し、改善されるよう精一杯努力していきたい。

３．「連合会費」について／高見代議員
連合本部が進めている「会費の中央一括徴収と地方連合会への交付制度」の方法に対

し、地方での課題への取り組みが少しずつできにくくなるのではないかという懸念を
持っている。現段階での連合会費の中央一括徴収の議論経過の状況と、今後の予定等に
ついて伺いたい。

⇒ 現在の「連合鳥取会費〈月額１人〉」は組合員 150 円、パート組合員 75 円となってい
る。向こう３年間を準備期間とし、規約改定等もあるので９年かけてルール変更すると
確認されている。具体的にはこれから組織議論がなされると聞いているので、機会を捉
えて資料等提供し、お知らせしていきたいと考えている。

本日、私たちは向こう１年間の運動方針を確立しました。コロナ禍により、多くの働く
仲間とその家族が大きな影響を受け、より弱い立場にある仲間ほど困難な状況に置かれて
います。私たちは、すべての働く仲間の雇用と生活をまもり、労働組合の役割を最大限発
揮していく、その決意を確認し合いました。

いま、わが国では、貧困と格差、加速する人口減少・超少子高齢化、脆弱な社会的セー
フティネットなど、社会経済の持続可能性にかかわる課題が山積しています。

このような中、連合鳥取は連合ビジョン「働くことを軸とする安心社会－まもる・つな
ぐ・創り出す－」を基に、組織拡大・強化、総合労働条件改善、労働・生活の質の向上を
めざした政策実現、地域に根差した顔の見える活動、平和・人権を守る活動、ボランティ
アをはじめとした社会貢献活動、人材育成と労働教育の取り組み等を運動方針に掲げまし
た。

加えて、働く人、生活者の立場に立った政策実現のため、来年の第 26 回参議院議員選

― 報告・運動方針へ寄せられた質疑＆ご意見（主旨）―
（青）執行部答弁

大 会 宣 言 ■フード・
ドライブ■

「子ども食堂」などを支援する

“ フード・ドライブ ”へ

食品をご提供いただきました。

挙、各種地方選挙に総がかりで取り組むことも確認しました。

あらゆる活動の基盤は組織の拡大・強化です。集団的労使関係の価値を社会に広げる営み
と同時に、コロナ禍も踏まえた新たな運動スタイルを確立し、これまで労働組合・連合運動
が接点を持ち得なかった人々との関係づくりを強化するなど、私たちが率先して運動の変革
にチャレンジしなければなりません。

いまこそ、すべての働く仲間とつながり、連合の政策と運動を広く社会に発信し、共感と
参加・行動の好循環を創り出し、一人ひとりをまもり、地域をつなぎ、人権が尊重されジェ
ンダー平等と多様性に満ちた安心社会の構築へ果敢に挑戦しましょう。

連合鳥取は、丁寧な合意形成のもと構成組織、地域協議会と一体となって運動を展開し、
「働くことを軸とする安心社会」実現に向けて、すべての働く仲間とともに「必ずそばにい
る存在」となる連合運動を前進させることをここに宣言します。

2021 年 11 月 25 日 連合鳥取第 29 回定期大会

■提案 寺田真里執行委員（女性委員会・委員長／全労金）■

■退任役員のみなさん■

※検温、手指の消毒、使用
マイクの消毒と参加者
の座席把握等実施。

■挙手で承認する代議員■

■第４号議案／役員選挙■

(左から) 苗村るみ子執行委員（女性代表/自治労）
小西 由起執行委員（女性代表/ＪＰ労組）
和泉 貴弘執行委員（自動車総連）
佐貫 馨副事務局長（ＪＲ連合）
本川 博孝会長 （自治労）
澤田 陽子副会長 （自治労）
林 大介副会長 （ＵＡゼンセン）
森本 哲司執行委員（電機連合）
鈴木 和夫執行委員（フード連合）

※当日欠席の役員
古谷 健執行委員（国税労組）
川口 翔子執行委員（女性代表/電機連合）
平木 照久会計監査（全国ガス）

■2022-2023 年度役員■

■感染症拡大防止対策■

写真上/就任あいさつする田中新会長

お世話に
なりました

よろしくお願いいたします


